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表紙説明：ダウン症の急性巨核球性白血病におけるCohesinの変異

26/49（53.1％）

コヒーシンは SMC1，SMC3，RAD21とSTAGからなる蛋白複合体で、細胞が分裂する時にリ

ング状の構造をとって染色体を束ね、DNA合成後姉妹染色体が２つの娘細胞に正確に分配され

るのに重要な役割を果たしている。この課程で、NIPBLはコヒーシンの染色体への結合に不可

欠である。また、コヒーシンはDNA修復や転写調整にも関わっている。今回の研究で、ダウン

症AMKLの 53％にコヒーシン複合体の変異が見つかった。
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10 µm

αシヌクレイン
陽性レビー小体NBR1

Autophagic adapter protein NBR1 is localized in Lewy bodies and glial cytoplasmic inclusions and 

is involved in aggregate formation in α -synucleinopathy

平成24年度（第17回）学術奨励賞

弘前大学大学院医学研究科神経解剖・細胞組織学講座　小田桐紗織
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17．弘前大学大学院医学研究科医科学専攻の特徴とその要点
	 大学院医学研究科長　　　　　　　　

 中　路　重　之　

　平成19年４月から，弘前大学大学院医学研究科は部局化され，私たち教員は大学院所属となった。
これからも，部局化にふさわしい大学院教育研究の発展を推進していくことが必要と考えている。
医学部卒業者の大学院進学率が低下し，一般的に従来の大学院医学研究科の在り方に対する疑問も
一部では提起される中，私たちは，やはり大学院における教育研究の重要性を改めて認識し，それ
に沿った活動に邁進して行くべきことを，部局化を機に再確認しなければならない。その目標を達
成するためには，大学院医学研究科の在り方を不断に検証し，必要な改革を果敢に進める必要がある。
　以下に弘前大学大学院医学研究科医科学専攻の特徴とその要点を列記する。

１．大学院医学研究科医科学専攻の運営及び将来構想の策定

　大学院は，研究科教授会で運営され，その実務は医学研究科学事委員会がこれにあたる。卒
後臨床研修については，附属病院の「卒後臨床研修センター運営委員会」で臨床研修のあり方
について検討を進めているが，この動きと連動して医学研究科医科学専攻では，「医学研究科学
事委員会」で，大学院の諸問題を検討している。平成11年に策定された「メディカル・スクー
ル構想」を基本に見据えた上で，当面の諸課題に継続的な対応を実施している。

２． 大学院医学研究科医科学専攻入学者選抜

１）入学者枠
　現在の医学研究科医科学専攻の入学定員は50名である。卒後臨床研修２年の義務化が導入
されたこと，現在本学の卒業生が本学に留まらないこと，開かれた大学として地元の高等教育
機関・研究所に対して研究の門戸を開く必要があること等が考慮されて，入学者選抜の枠組み
は以下のようになっている。
１．医，歯，獣医，薬（６年制）学部卒業者
　臨床系は医学部（歯科口腔外科学専攻は歯学部を含む）卒業後，卒後臨床研修２年を修了
（又は修了見込）した者
２．医，歯，獣医，薬（６年制）学部以外の大学卒業者及び大学院修士課程修了者
３．社会人
４．外国人特別枠　　　　　　　　　　　　　若干名
　　（なお，外国人特別枠に入学している留学生は５名である。）

２）医学研究科社会人入学
　青森県及びその近県の医療機関に医師として勤務しながら，又は，高等教育機関及び研究所
等で教育・研究をしながら大学院医学研究科医科学専攻で専門的医学を学びたいという社会人
に対して大学院入学の機会を提供している。その入学資格は，青森県及びその近県で教育・研究・
診療に従事していること，雇用者と当専攻指導教授が共に了解をしていること，及びその就業
を継続することを条件に，大学院入学試験に合格後，社会人入学枠の中で入学が認められる。
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平成21年度49名，平成22年度61名，平成23年度47名，平成24年度39名の入学が認められている。

３）他大学医学部出身者の当大学院入学の促進
　当専攻の活性化のため，他大学医学部出身者が入学するように積極的に勧誘を進めている。
県内及び隣県の臨床研修実施病院に医学研究科医科学専攻概要を送付してＰＲに努めている。
このことは，いわゆる縁故入学，すなわち医学研究科医科学専攻学生が自校出身者によって占
められることを回避することにもつながり，また青森県の医師Ｕターン事業ともタイアップし
て，青森県の医師不足を改善することにもつながっている。ここ数年入学者が増加している。

３．大学院の教育

１）カリキュラム
　大学院の各講座において個別的講義・実習が行われている。これと並行して，共通科目とし
て大学院授業を実施している。この授業は，毎年，新しいテーマが設定され，そのテーマ毎に
それを専門とする数名の教員によって実施されている。本年度，主なテーマとして「医学研究
概論Ⅰ・Ⅱ」，「生命科学倫理学」，「最新医学の動向」等がある。また，「特別研究セミナー」，
「医学研究基礎技術実習」も開講されている。

２）昼夜開講制
　社会人入学者の便宜を考慮して，教育研究科目の授業は昼夜開講制とし，大学院授業も夕刻
17：00～18：30に集中して行われている。

３）双方向型テレビ会議システムを利用した遠隔地大学院授業
　本学より遠隔地に勤務する社会人入学者の受講を容易にするため，双方向型テレビ会議シス
テムを用い，遠隔の地に勤務しながらリアルタイムで受講し，且つ質疑応答ができる授業を開
講した。これは医系の大学院としては本研究科が全国的に初めて実施したものである。現在も
社会人に対して，このシステムによる授業が進められている。

４）大学院生の臨床から基礎への派遣
　臨床系大学院生が，その研究を基礎医学系講座で行いたいという場合，指導教授の許可の下
に基礎系講座で研究指導を受けることができる。現在多数の大学院生が基礎系講座での研究指
導を受けている。また，将来臨床を志してはいるが，基礎で研究を行いたいと希望する場合は，
初めから基礎系大学院に入学し研究を行っている。

５）大学院生の国内及び国外への研究機関への派遣
　大学院学生は，一定期間国内の他大学院や研究機関に派遣，単位互換制により他大学の単位
を修得することや，研究の指導を受けることが可能である。現在多数の大学院学生を他大学に
派遣している。同様に国外の研究機関への派遣も行われている。又当専攻は，国内の大学院よ
り特別研究生として受け入れている。
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６）ティーチングアシスタント及びリサーチアシスタント制
　大学院生の中で，学部教育（実習等）において学生の指導を補佐する者は，所属領域の申請
によりティーチングアシスタントとして採用されている。同様に大学院学生が，本研究科が行
う研究プロジェクト等の研究補助者として研究活動業務に従事する場合は，リサーチアシスタ
ントとして採用されている。これらの大学院生に一定の手当てが支給されている。（平成24年
度ティーチングアシスタント採用10名，リサーチアシスタント採用10名）

４．大学院研究生

　修業年限６年の大学を卒業した者及び大学院修士課程（大学院前期課程）修了者とこれらと同
等以上の学力があると医学研究科によって認められた者は大学院研究生としての入学が許可され
る。研究生は希望の講座に所属し，研究の指導が受けられる。そして，ある一定の年限研鑽を積
み，外国語の試験に合格すると学位の申請資格が得られる。学位論文の審査手続きは，大学院学
生と同様に進められ，学位論文の審査に合格すれば，博士（医学）の学位が与えられる。

５．学位

　研究科に４年以上在学し修了に必要な単位を修得した者が学位論文を提出し，論文の審査およ
び最終試験に合格すれば，博士（医学）の学位が与えられる。
　なお，学位申請をする論文は，査読制を有する学術誌に印刷公表または受理された論文でなけ
ればならない。

１）学位審査会
　学位申請者は，弘前大学長宛に本審査を申請する。研究科教授会において選出された主査１
名，副査２名が学位論文の審査を行う。学位論文の審査は，公開の学位審査会を開催し，口頭
発表を行った後，質疑応答がなされる。この審査結果を研究科教授会に報告し，審議の後，学
位授与認定を行う。学位授与が認定された者には，弘前大学より学位記，博士（医学）が授与
される。

２）大学院研究生に対しての学位審査
　大学院研究生は外国語試験に合格し学位論文に関して事前審査，本審査等所定の審査手続き
を経れば，学位が授与される。

３）大学院修業年限短縮制
　医学研究科医科学専攻で，３年次までに所定の単位を取得し，優秀な学位論文としてまとめ，
研究科教授会の審査に合格すれば３年次修了時点・４年次前期修了時点で博士（医学）の学位
を取得することができる。
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６．大学院学生及び大学院研究生の研究促進

１）メディカル・イングリッシュ・センターによる英文論文投稿の促進
　青森医学振興会の助成により，学内措置としてのメディカル・イングリッシュ・センターが
医学部内に開設されている。これは，大学院学生を含む当医学部研究者による英文論文の公表
を促進することを目的とし，ネイティブスピーカーによる英文原稿の校正，論文作成の直接指
導，国際学会口頭発表の指導等が行われている。その経費の一部はセンターが負担している。
この結果，当大学院生の学位論文を始めとする研究成果の英文論文としての公表が増加してい
る。

２）優秀学位論文の表彰－医学部学術賞奨励賞
　学位論文が公表された後，本人の申請によりその論文が医学部学術賞審査委員会で審査され，
優秀な論文と認められた場合，毎年度２篇に限って弘前大学医学部学術賞奨励賞が授与される。
副賞として医学部鵬桜会（同窓会）から銀メダルが授与される。
　なお，本賞受賞者は弘前医学会で受賞講演の機会が与えられ，その論文の要旨が学会誌「弘
前医学」に掲載される。

３）社団法人青森医学振興会による研究推進
　平成11年３月，弘前大学医学部を中心とした地域の医学教育・研究・医療の向上推進を目
的に，後援会・鵬桜医学振興会が設立され，平成13年４月にこれが発展的に解消され，社団
法人青森医学振興会が設立された。現在，振興会会員の募集と会費徴収を行っており，この資
金の一部は学生や大学院生の教育・研究のための施設改善，教育・研究の振興等に当てられて
いる。

双方向型テレビ会議システムを利用した遠隔地大学院講義
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18．委　員　会

（１）医学研究科学事委員会

委員（25．２．１現在）� 委　員　長：伊　藤　悦　朗
� 委　員　数：６名　　　　　
ゲ ノ ム 生 化 学� 土　田　成　紀
分 子 生 体 防 御 学� 伊　東　　　健
小 児 科 学� 伊　藤　悦　朗
皮 膚 科 学� 澤　村　大　輔
麻 酔 科 学� 廣　田　和　美
臨 床 検 査 医 学� 萱　場　広　之

（２）医学研究科研究推進委員会

委員（24．４．１現在）� 委　員　長：研究科長　　　
� 中　路　重　之
� 委　員　数：７名　　　　　
研 究 科 長（職名指定）� 中　路　重　之
副 病 院 長（職名指定）� 福　田　眞　作
学 事 委 員 長（職名指定）� 伊　藤　悦　朗
基 礎 系 教 授（２名）� 伊　東　　　健
� 上　野　伸　哉
臨 床 系 教 授（２名）� 大　山　　　力
� 澤　村　大　輔
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19．所在地略図

〒036－8562 弘 前 市 在 府 町 ５ 番 地 電話（代表）　（0172）33－5111
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